
は
じ
め
に 

平
成
9
年
設
立
の(

有)

勝
目
製
茶

園
は
茶
生
産
を
基
盤
と
し
た
経
営
を

続
け
て
い
ま
し
た
が
，
茶
の
価
格
が

下
が
り
始
め
た
平
成
25
年
に
青
汁

向
け
の
大
麦
若
葉
の
生
産
，
加
工
に

取
組
む
と
同
時
に
，
同
社
の
専
務
取

締
役
で
あ
る
勝
目
千
里
氏
が
，
荒
茶
，

煎
茶
及
び
大
麦
若
葉
等
販
売
を
行
う

(

株)

千
里
食
品
を
勝
目
製
茶
園
か
ら

独
立
す
る
形
で
設
立
し
ま
し
た
。
ま

た
，
千
里
食
品
の
新
規
事
業
と
し
て

平
成
27
年
か
ら
ケ
ー
ル
，
明
日
葉
の

栽
培
・
加
工
に
も
着
手
し
ま
し
た
。

当
初
，
古
い
茶
工
場
で
大
麦
若
葉
の

乾
燥
と
類
似
し
た
条
件
で
試
作
を
行

っ
た
た
め
，
糖
度
が
高
く
茎
の
太
い

ケ
ー
ル
，
明
日
葉
は
乾
燥
に
時
間
を

要
し
，
製
品
の
一
般
生
菌
数
が
青
汁

原
料
と
し
て
の
衛
生
管
理
基
準
を
上

回
る
と
い
う
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
問
題
は
，
試
作
を
繰
り
返
す
中

で
原
材
料
の
細
断
や
高
温
乾
燥
で
ク

リ
ア
で
き
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
た

め
，
適
切
な
条
件
で
加
工
で
き
る
施

設
整
備
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。 

6
次
化
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
支
援 

こ
の
よ
う
な
中
，
平
成
28
年
に

開
催
さ
れ
た
鹿
児
島
６
次
産
業
化
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
個
別
相
談
会
を

き
っ
か
け
に
自
社
生
産
の
ケ
ー
ル
，

明
日
葉
を
原
料
と
し
た
乾
燥
品
製
造

を
主
軸
と
し
た
総
合
化
事
業
計
画
作

成
とH

ACCP

に
対
応
可
能
な
加

工
施
設
整
備
事
業
申
請
を
併
行
し
て

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
応
す
る
た
め
，
勝
目
氏
は 

鹿
児

島
6
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
に
支
援
を
要
請
し
，H

ACCP

等

衛
生
管
理
及
び
施
設
設
計
を
中
央
プ

ラ
ン
ナ
ー
が
，
経
営
・
計
画
作
成
を

県
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
担
当
し
，
平
成

29
年
２
月
に｢

自
ら
が
生
産
す
る
ケ

ー
ル
及
び
明
日
葉
を
用
い
た
乾
燥
加

工
品
の
製
造
販
売
を
行
う
事
業｣

と

し
て
計
画
が
認
定
さ
れ
，
平
成
31

年
３
月
に
加
工
施
設
竣
工
，
同
年
５

月
に
稼
働
開
始
し
ま
し
た
。 

お
わ
り
に 

勝
目
氏
は
，
令
和
元
年
11
月
に
社

名
を
「
株
式
会
社
セ
ン
リ
フ
ァ
ー
ム
」

に
変
更
。 

私
た
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、 

「
農
業
を
も
っ
と
、
オ
モ
シ
ロ
ク
！
」 

「
信
頼
→
連
携
→
新
し
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
を
掲
げ
，
地
域
農
業
者
・
関
連

事
業
者
と
の
連
携
や
地
域
農
産
物
活

用
を
基
盤
と
す
る
新
た
な
事
業
展
開

を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

曽
於
地
域
の
農
業
及
び
食
品
関
連

産
業
の
発
展
に
セ
ン
リ
フ
ァ
ー
ム
の

新
た
な
取
組
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 

 

農
業
を
も
っ
と
，
オ
モ
シ
ロ
ク
！ 

勝目千里代表 新加工施設外観 新加工施設内部 

鹿
児
島
6
次
産
業
化 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

（
公
社
） 

鹿
児
島
県
農
業
・
農
村
振
興
協
会
内 



は
じ
め
に 

 

有
限
会
社
レ
ガ
ー
レ
・
ワ
キ
タ
は
、

長
島
町
蔵
之
元
で
水
道
工
事
業
を
主

務
と
す
る
会
社
で
す
。
「
レ
ガ
ー
レ
」

と
は
イ
タ
リ
ア
語
で
つ
な
が
り
と
い

う
意
味
で
す
。
６
次
産
業
参
入
の
き

っ
か
け
は
、
代
表
取
締
役
の
妻 

脇
田

恵
子
氏
が
、
義
父
の
農
業
を
引
き
継

ぎ
，「
ば
れ
い
し
ょ
」
の
栽
培
を
始
め
、

平
成
19
年
に
町
の
農
業
委
員
に
就

任
し
た
こ
と
で
す
。
各
種
研
修
へ
の

参
加
を
通
じ
て
、
農
業
の
可
能
性
を

強
く
感
じ
、
長
島
町
内
で
収
穫
さ
れ

る
「
ば
れ
い
し
ょ
」
や
「
さ
つ
ま
い

も
」
等
を
広
く
販
売
す
る
た
め
の
商

品
づ
く
り
へ
の
意
欲
を
高
め
て
ゆ
き

ま
し
た
。 

当
初
は
、
「
蒸
し
い
も
」
の
加
工

に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
よ
り
付
加

価
値
を
高
め
た
菓
子
づ
く
り
に
挑
戦

し
、
今
で
は
、
地
元

素
材
を
活
か
し
た
、

じ
ゃ
が
い
も
パ
イ
、

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
、

焼
き
芋
を
製
造
・
販

売
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、

PO
TE

・AN
G

ELS 

も
つ
く
り
商

品
販
売
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

他
に
も
長
島
町
特
産
の
「
島
み
か

ん
」
を
使
っ
た
サ
イ
ダ
ー
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
な
ど
多
く
の
商
品
開
発
を

手
が
け
、
平
成
30
年
に
は
「
島
ミ

カ
ン
サ
イ
ダ
ー
の
開
発
と
販
売
」
で

総
合
化
事
業
計
画
の
認
定
も
受
け
ま

し
た
。 

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
転
機 

 

こ
れ
か
ら
新
商
品
の
販
売
に
注
力

し
よ
う
と
し
た
矢
先
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
蔓
延
と
い
う
災
禍
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
令
和
２
年
３
月
以
降
、
長

島
を
訪
問
す
る
観
光
客
の
減
少
に
伴

い
加
工
品
の
売
上
げ
も
大
幅
に
ダ
ウ

ン
し
ま
し
た
。 

 
時
を
同
じ
く
し
て
、
国
の
６
次
産

業
化
支
援
が
、
事
業
者
の
経
営
改
善

を
主
眼
と
す
る
も
の
に
一
新
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
脇
田
恵
子

氏
も
経
営
改
善
計
画
作
成
に
積
極
的

に
取
組
み
、
今
後
５
年
間
の
目
標
を

設
定
し
、
実
施
計
画
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
基
に
、
商
品
設
計
の
見

直
し
、
不
採
算
商
品
の
把
握
や
新
商

品
導
入
の
可
能
性
検
討
等
を
行
い
な

が
ら
、
新
た
な
販
売
戦
略
と
し
て
新

規
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
販
売
活
動
の

展
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

お
わ
り
に 

 

こ
れ
ま
で
は
、
原
価
計
算
や
商
品

の
採
算
性
等
に
と
ら
わ
れ
ず
、
長
島

町
農
産
物
の
知
名
度
向
上
の
た
め
に

突
き
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
が
逆
に
幸
い
し
、
事
業
内
容
を
見

直
し
再
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ
う
に

な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

そ
れ
で
も
、
脇
田
恵
子
氏
の
頭
の

中
に
は
新
た
な
商
品
開
発
構
想
が
渦

巻
い
て
い
る
よ
う
で
、
ま
だ
ま
だ
、

「
あ
い
も 

こ
い
も
な
日
々
」
が
続

く
よ
う
で
す
。 

６
次
産
業
化
で
長
島
町
を
売
り
込
め 

鹿
児
島
６
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

（
鹿
児
島
県
農
業
・
農
村
振
興
協
会
内
） 

島ミカンサイダー 

長島赤土ばれいしょ 



は
じ
め
に 

 

澤
田
農
園
は
出
水
市
で
先
祖
代
々

米
を
生
産
し
て
お
り
、
昭
和
55
年
頃

か
ら
農
薬
・
化
学
肥
料
を
一
切
使
わ

な
い
生
産
に
移
行
し
、
平
成
15
年
に

有
機
JAS
米
の
認
証
を
受
け
た
。
こ
の

間
、
平
成
12
年
、
夫
の
他
界
と
い
う

不
幸
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
澤
田
た
み

子
氏
と
U
タ
ー
ン
就
農
し
た
息
子

の
泰
之
氏
が
経
営
を
継
承
、
栽
培
面

積
も
拡
大
し
、
現
在
は
13
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
有
機
米
を
生
産
、
販
売
し
て
い

る
。
ま
た
、
た
み
子
氏
と
泰
之
氏
の

妻 

紘
子
氏
は
女
性
農
業
経
営
士
に
、

泰
之
氏
は
平
成
29
年
度
に
指
導
農

業
士
に
認
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
経
営

に
従
事
し
な
が
ら
地
域
の
担
い
手
育

成
・
支
援
活
動
も
行
っ
て
い
る
。 

一
方
、
た
み
子
氏
は
農
業
生
産
に

携
わ
り
な
が
ら
地
元
の
農
産
加
工
グ

ル
ー
プ
「
わ
ら
び
郷
」
で
加
工
技
術

を
習
得
、
そ
の
後
女
性
起
業
活
動
と

し
て
平
成
28
年
2
月
に
自
宅
敷
地

内
に
加
工
施
設
を
新
設
（
平
成
29
年

有
機
JAS
認
証
）
し
孫
娘
の
名
に
ち
な

ん
で
工
房
「
は
る
菜
」
と
命
名
、
生

産
し
た
有
機
米
・
農
産
物
の
付
加
価

値
を
向
上
す
べ
く
加
工
事
業
に
着
手

し
、
紘
子
氏
と
娘
の
南
鶴
聡
美
氏
と

と
も
に
米
加
工
品
等
を
製
造
・
販
売

し
て
い
る
。
し
か
し
、
農
業
生
産
と

の
掛
け
持
ち
の
た
め
製
造
に
割
け
る

期
間
が
農
閑
期
に
限
ら
れ
る
と
い
う

課
題
を
抱
え
て
お
り
、
よ
り
棚
持
ち

の
長
い
商
品
開
発
の
必
要
が
あ
っ
た
。 

新
た
な
る
挑
戦 

 

そ
こ
で
、
6
次
産
業
化
中
央
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
活

用
し
、
新
規
加
工
品
の
製
造
法
や
既

存
加
工
品
の
棚
持
ち
延
長
な
ど
の
手

法
を
習
得
し
た
。
こ
れ
と
併
行
し
て

北
薩
地
域
振
興
局
等
か
ら
の
勧
め
も

あ
り
、
有
機
米
を
原
料
と
し
た
新
規

加
工
品
の
製
造
販
売
を
核
と
し
た

6
次
産
業
化
総
合
化
事
業
計
画
を

申
請
、
令
和
2
年
3
月
に
計
画
が
認

定
さ
れ
て
い
る
。 

 

計
画
認
定
後
は
6
次
産
業
化
支

援
方
策
の
変
更
に
伴
い
、
経
営
全
体

の
付
加
価
値
の
向
上
を
目
指
し
な
が

ら
新
た
な
加
工
品
開
発
を
進
め
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
努
力
が
認
め
ら
れ
、

令
和
2
年
度
末
に
は
農
山
漁
村
女

性
活
躍
表
彰
、
女
性
地
域
社
会
参
画

部
門
（
個
人
の
部
）
の
農
林
水
産
大

臣
賞
も
受
賞
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
販
売
商
品
は
数
少
な
い
有
機

JAS
加
工
品
と
し
て
消
費
者
に
好
評

を
博
し
て
い
る
。 

お
わ
り
に 

 

令
和
2
年
４
月
に
農
林
水
産
省

か
ら
新
た
な
有
機
農
業
推
進
に
関
す

る
基
本
方
針
に
10
年
後
の
取
組
面

積
等
、
具
体
的
目
標
が
示
さ
れ
る
な

ど
有
機
農
業
生
産
は
拡
大
の
方
向
へ

進
ん
で
い
る
。
こ
の
中
で
、「
さ
わ
だ

農
園
」
は
安
心
・
安
全
な
農
産
物
、

加
工
品
を
消
費
者
へ
届
け
る
べ
く
家

族
全
員
で
努
力
を
続
け
て
い
る
。 

消
費
者
に
安
心
・
安
全
を
届
け
た
い 

有機 JAS 認証 
あくまき（日本初） 

鹿
児
島
６
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

（
鹿
児
島
県
農
業
・
農
村
振
興
協
会
内
） 

澤田たみ子氏，紘子氏，南鶴聡美氏 



は
じ
め
に 

 

（
株
）
知
覧
心
茶
堂
は
、
知
覧
町

の
茶
農
家
三
代
目
の
東
垂
水
良
世
氏

が
平
成
20
年
８
月
６
日
に
設
立
、
新

た
な
加
工
法
に
よ
る
紅
茶
製
造
・
販

売
で
平
成
24
年
６
次
産
業
化
総
合

化
事
業
計
画
の
認
定
を
受
け
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
平
成
26
年
に
専
用
加

工
施
設
を
建
設
し
、
「
知
覧
産
」
「
無

農
薬
」「
紅
茶
に
適
し
た
品
種
」
に
こ

だ
わ
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
紅
茶
ブ
ラ
ン

ド
「
ハ
ー
ト
ペ
コ
ー
」（
ハ
ー
ト
は
心
、

ペ
コ
ー
は
紅
茶
の
英
名
）
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
に
は

紅
茶
で
日
本
初
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ギ
ャ

ッ
プ
も
取
得
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

加
え
、
茶
の
機
能
性
に
も
着
目
し
、

睡
眠
導
入
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
、
血

圧
降
下
作
用
等
の
機
能
が
あ
る
と
言

わ
れ
る
ギ
ャ
バ
の
増
強
法
（
農
研
機

構
が
開
発
）
を
簡
易
化
し
た
ギ
ャ
バ

紅
茶
製
造
法
確
立
に
成
功
、
併
せ
て
、

茶
の
品
種
特
性
を
生
か
し
た
テ
ア
ニ

ン
、
ケ
ル
セ
チ
ン
等
の
機
能
性
成
分

豊
富
な
新
商
品
開
発
も
行
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
営
業
面
で
は
、
商
業
施

設
で
の
催
事
等
を
中
心
と
し
た
販
売

が
、
相
次
ぐ
老
舗
百
貨
店
な
ど
の
閉

店
に
よ
り
陰
り
が
見
え
始
め
ま
し
た
。

特
に
緑
茶
の
価
格
低
迷
や
販
売
不
振

が
経
営
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
た

め
、
専
門
家
へ
の
相
談
や
商
談
会
へ

の
出
展
等
も
積
極
的
に
行
い
ま
し
た

が
売
上
げ
拡
大
に
つ
な
が
る
機
会
に

は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

生
産
、
加
工
、
販
売
の
全
て
を
一
人

で
行
っ
て
お
り
、
様
々
な
面
で
の
迷

い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

プ
ラ
ン
ナ
ー
支
援
に
よ
る
転
機 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
、
県
6
次

産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
か
ら

の
勧
め
で
、
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ

ン
ナ
ー
支
援
を
受
け
ま
し
た
。
商
談

会
支
援
等
を
含
め
延
べ
八
ヶ
月
間
で
、

知
覧
心
茶
堂
の
生
産
か
ら
販
売
に
至

る
内
部
、
外
部
環
境
分
析
結
果
を
も

と
に
５
年
間
の
販
売
品
目
別
の
経
営

戦
略
及
び
行
動
計
画
を
つ
く
り
ま
し

た
。 

現
状
分
析
の
過
程
で
、
ギ
ャ
バ
含
有

を
謳
っ
た
食
品
の
販
売
が
増
え
、
市

場
規
模
も
拡
大
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

ギ
ャ
バ
が
食
品
業
界
の
ト
レ
ン
ド
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
東
垂
水
氏
自
身
も
、

商
談
相
手
の
反
応
な
ど
か
ら
ギ
ャ
バ

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
、
自
社
生
産

の
紅
茶
は
売
れ
る
確
信
す
る
と
と
も

に
販
売
拡
大
へ
の
意
欲
が
高
ま
り
ま

し
た
。 

お
わ
り
に 

 

東
垂
水
氏
は
、
知
覧
町
に
あ
る
30

の
製
茶
工
場
で
ギ
ャ
バ
茶
を
大
量
生

産
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
た
い
と
い

う
構
想
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
そ
の
構
想
を
実
現
す
る
べ

く
自
社
の
経
営
安
定
を
目
指
し
、
生

産
、
販
売
に
邁
進
中
で
す
。 

ギ
ャ
バ
紅
茶 

迷
い
か
ら
確
信
へ 

ギャバ紅茶 

ギャバ紅茶リーフレット 

鹿
児
島
6
次
産
業
化 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

（
公
社
） 

鹿
児
島
県
農
業
・
農
村
振
興
協
会
内 


